
春合宿：北ア・西穂高岳～槍ヶ岳（中退） 

日程  ：２０１２年４月２８日～４月３０日 

メンバー：Ｌ田中、斎藤、野澤（記） 

 

今年は田中さんと白馬主稜のリベンジと勝手に

思っていたが、田中さんは、西穂高岳～槍ヶ岳

を縦走するとのこと。以前から行きたかったル

ートなので一緒に入れてもらうことにした。膝

の怪我が少し気になったので、メンバーと事前

山行を行い、大丈夫そうなので行くことになっ

た。 

 

４／２７（金） 

前夜発。斎藤さん、田中さんとピックアップ

し新穂高ロープウエイ駐車場着。２：３０頃。 

意外と車が少ない。 

 

４／２８（土）晴れ 

６：００起床。７：００駐車場発。新穂高ロ

ープウエイで頂上駅まで行く予定。普段は８：

３０始発だが、連休とあって８：００運転開始

に早まっていた。飛騨牛のステーキ串を皆で食

べて景気づけする。 

 

【 ロープウエイ頂上 ８：４５】 

 

 

 

 

 

【 独標に向かう 】 

 

【 独標 １２：００】 

 

独標の下降からロープを出してもらった。 

【 ピラミッドピーク １３：００】 

 

 

 



【 西穂高岳山頂 １３：５５ 】 

 

ここまではトレースがあったが、この先はトレ

ースが見当たらない。雪も融けてきており、グ

シャグシャ、つぼ足ズッポリで歩きにくい。雪 

壁も割れてきておりクレバスになっている。随

所でロープを使いながら下降する。 

ここで、すぐ後から来たソロの人にロープを貸

す。今日は間天のコルまでは行こうと思ってい

たが意外と時間がかかってしまい届かず。明日

の朝、雪が締まっている間にサクサク行こうと

決めて、間ノ岳手前のコルでビバークすること

にした。 

 

【 ＢＰの整地 １６：２５ 】 

 

後からソロの方が来た。気を使ってその先へ行

こうとしていたが、我々も諦めたところなので、

「良ければ一緒にどうぞ！」と声をかけて、一

緒にビバークすることになった。整地初体験と

のこと。ブロック作り、ブロック組み。苦労し

ながらもやってくれ戦力になった。あっという

間に、２張り分のスペースが出来た。 

暖かく無風。過ごしやすい。ゆっくり眠れた。 

 

４／２９（日）：晴れ 

４：００起床。今日も天気が良い。 

出発６：００。 

 

【 間ノ岳 ６：５８ 】 

 

 

 
【 天狗のコル手前の大雪壁を 

        ダブルアックスで下る 】 

 

 

 

 

 

 



【 天部岳山頂 ９：２６ 】 

 

 
【 ジャンダルム頂上 １２：２２ 】 

 

ジャンダルム頂上から懸垂しようと思ったが、

懸垂点も見つからなかったので一旦下降し、右

からトラバースすることにした。ただし、夏道

は左側。 

 
【 ジャンダルムを右からトラバース 

１２：５４ 】 

トラバースもシュルントが口を開けており一筋

縄ではいかず。４人通過までに１．５Ｈかかっ

た。その後のリッジも、雪が融けかけて足元が

崩れるのでスノーバーで支点を取りロープを使

いながら進む。ジャンダルムの次のピークを登

り過ぎたようで懸垂下降する。懸垂点に残置シ

ュリンゲとカラビナが有ったのでこれを使うこ

とにする。スタート前の最終チェックで支点の

岩がグラグラしていることが分かり、別の岩場

から取り直した。これは危なかった。気を取り

直し懸垂開始。しかし５０ｍロープ１本では足

りず途中で切る。残置のハーケンが２本ほど残

っていたが心配なのでカムとアングルハーケン

も追加し支点を作る。足場も悪く辛い。下でト

ラバースしている他パーティーと丁度時が一緒

になり、お互い待合いながら通過する。その後、

雪壁を下ったところに、立派なテン場が残って

いた。 

１７：００過ぎていたので、ここでビバークす

ることになった。 

天気予報では、明日５／１午後から雨。５／２

はみぞれの様子。ちょっと心配。 

 

 

４／３０（月）：曇り 

槍ヶ岳まで行くには、もう２日かかりそう。 

天候を考えると明日の昼前までには下山したい

ところ。西穂高岳の核心部が終わり後は一般ル

ートなので今回は奥穂高岳を登りきったところ

で終了し、穂高岳山荘から白出沢ルートで新穂

高温泉へ下山することにした。 

 

 



【 奥穂高岳山頂 ７：００ 】 

 

【 奥穂高岳山頂からのジャンダルム 】 

 

【 下山路の白出沢 】 

白出沢はトレースがあるとのことだったが、

雪が融けて歩きにくい。特に標高が下がるほど

に酷くなる。私の膝が痛み出す。ゆっくり下り

る。白出大滝の高巻きを超えた樹林帯の中で、

アイゼンに付いたダンゴを落としながら歩いて

いたところバランスを崩し、樹林帯で５ｍほど

滑落してしまった。やばかった。 

【 新穂高温泉バス停着 １３：００ 】 

 

新穂高温泉バス停着 １３：００。 

 

ソロの方も途中から加わり、想定外の展開にな

ったが、西穂高岳を無事に通過でき大満足であ

る。なかなか手ごたえのあるルートだった。 

今回予定を切り上げたところは、今後の宿題に

残しておく。 

 

着いて帰り支度をしていると、ザーと雨が降っ

て来た。ギリギリセーフであった。 

 

皆さんお疲れ様でした。 

 

情報です。 

今は、新穂高ロープウエイの売店だけに絞って

いるようで、バス停前の売店は閉じていた。 

無料の温泉場も取り壊されていた。 

 

 


